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産業界で医療産業は重要な役割を果たしてお

り, 業種別の被雇用者数では, 医療部門は米国で
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医療福祉就業者数は����年には建設業と同数の�	�万人となり, 増加し続けている｡ 医

療福祉職場では, 針刺し切創等による血液媒介性感染症, 血液・体液曝露以外の感染症の

リスクが高く, 職業感染対策の確立が急務となっている｡ このため, 島根県内の合計	�の

医療福祉機関において職業感染の実態と対策を調査した (回収率��％)｡ 職業感染対策に

取り組んでいる医療福祉機関は��％であった｡ 血液・体液曝露事例の労災・公災申請につ

いては, 半数 (県公立病院) で全数行われており, 	割 (独立大学法人, 私立病院) が感

染事例のみに限っていた｡ 針刺し切創サーベイランスの共通書式であるエピネット日本版

の活用は, 大規模な	病院に限られていた｡ 平成��－��年度の血液・体液曝露件数は�－

�件����病床�年であった｡ 院内感染対策委員会の設置と活動については, 院内感染対策

委員会は��％に設置されていたが, 血液・体液曝露対策を行っているのは��％であった｡

安全衛生委員会は��％に設置されていたが, 血液・体液曝露対策実施は��％と低かった｡

安全装置つき器材を��％の機関が導入し, その有効性を高く評価していた｡ 血液・体液以

外の曝露報告では, 結核とインフルエンザの曝露が最も多く, 	��床以上の病院では年々

増加していた｡ 血液・体液曝露以外の職業感染への対応マニュアルについては, ��％の医

療機関が作成していたが, 空気・飛沫感染病原体について取り組みは不十分であった｡ 安

全・感染対策のスタッフと労働安全スタッフとの協働による職業感染リスクマネジメント

システムの構築, 中小医療機関や介護福祉機関への支援を強化するために, これらの安全

衛生担当者への情報提供・教育が課題と考えられる｡
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